
大中小企業、スタートアップ、ベンチャー、マッチング事業等、様々な企業体が連携し、新規
事業を開発するスタイルが一般化してきました。その裏には、数少ない成功と、多くの失敗が
生まれています。成功と失敗を分かつ要因は、どこにあるのでしょうか。本セミナでは、実際に
コラボレーションを支援し、事業を加速させ続けている有識者が、企業間で共創する意味、
事業成果を生み出すポイントを事例を踏まえてご紹介いたします。

成功と失敗から学ぶ事業開発
～企業間コラボレーションにおける共創のありかた～

次世代技術活用ビジネスイノベーション創出事業＜内閣府地方創生推進交付金＞

お問合せ：茨城県産業技術イノベーションセンター 新ビジネス支援G 担当：石川（章）、引田

TEL:029-293-7495 E-mail：bcreation＠itic.pref.ibaraki.jp
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■日 程：３月16 日（月）14:00～16:00

■会 場 :

（茨城県東茨城郡茨城町長岡3781-1）

■参加定員 : 30名 （定員に達ししだい〆切ります）

※定員に達しましたら、締め切らさせていただきます。予めご了承ください。

■申込方法 :裏面の申し込み用紙にてお申込みください。

iDEAKITT.Inc
アドバイザー
徳永 奈緒美

富士通に入社、社内ベンチャー/カーブアウト
による新事業育成担当として10社以上の
企業立上げ・資金調達を支援。その後、
ビッグデータ関連事業開発部門でスマホアプ
リサービス開発やデジタルマーケティング分野
での電通との事業提携を主導。ベンチャー
企業との協業促進を目指す「FUJITSU 
ACCELERATOR」を立上げ、4年間で
60社以上との事業提携を実現。現在は、
フリーランスとしてイノベーション活動支援、
ベンチャー企業の成長支援などを実施中。

モデレーター

富士通ラーニングメディア

飯田哲也

社内起業家。組織が持つアセットを

最大限活用することを前提に、外

部アセットとのコラボレーションから、

従来とは異なる事業を生み出す。

お客様の成果と成長を信じ、伴奏

及び支援を続けていくことに強い気

概を持ち、現場に立つ。計8年間で

70社、2,000名の人材・組織・事

業開発の支援実績を持つ。

株式会社パソナグループ
ベンチャー戦略本部 事業開発
ディレクター イノベーター/コネクター
塩谷愛

ベネッセコーポレーションでネット系新規事業
の立上げ後、経営企画・R&D部隊でオープ
ンイノベーションを担当。渋谷でEdTech分
野のコワーキング運営後、2016年に富士
通入社し、アクセレータプログラムの立上げに
尽力。その後セキュリティスタートアップCapy
に参画し、事業開発をリード。コワーキングス
ペースfabbitのエコシステム形成や、メンター
を担いつつ、世の中をアップデートする活動を
プロジェクトベースで実践開発。現在は、パソ
ナグループの新規事業を具現化中。

※講演者が代わる可能性があります。



申込書

以下の事項についてご記入の上、FAXまたは電子メールにてお申込みください

デジタル技術を活用したビジネスイノベーションセミナー

※ご記入いただいた個人情報は、本研修へお申込受付および受講者管理の目的においてのみ使用いたします。
また、お預かりした個人情報はご本人の承諾を得ることなく第三者に提供、開示することは一切いたしません。

令和 年 月 日記入日

FAX：029-293-8029

参加申込
問合せ

茨城県産業技術イノベーションセンター
担当：石川（章）・引田 029-293-7495

電話

bcreation＠itic.pref.ibaraki.jp

電子メール

下記の表にご記入の上、
電子メール（bcreation@itic.pref.ibaraki.jp）または、

FAX（029-293-8029)で送付してください。

「第10回 成功と失敗から学ぶ事業開発 ～企業間コラボレーショ
ンにおける共創のありかた～」

(令和二年3月16日（月）開催）

電話

参加者氏名

会社・団体名

所属部署・役職

ご連絡先

住所

電子メール

氏名

【ご案内】コワーキングスペース会員募集中
会員の登録申込がネットからも可能になりました。
右のQRコードから申込ページにアクセスください。

（ご注意）
セミナー申込用QRではありません。


